
○物質思考→精神思考
○相手との人間関係→自分との人間関係
○肉体が自分→精神が自分
○見える世界→見えない世界
○生きている→生かされている
○未来優先→過去優先
○どう生きる→どう生きた

○アウタートーク優先からインナートーク優先へ
○思考と感情と五感の声を聴き分ける
○ソウルボイスの声に耳を傾ける
○自己対話力を身につける

○意織の精神視座
○顛倒妄想の気づき（違和感や懐疑心）
○運の川の遡り（どれだけ自分は運が良かったか）
○命の川の遡り（どれだけ命を大切にしてきたか）
○欲の川の遡り（どれだけ良い欲を持っていたか）

○感謝の精神視座
○恩恵的感謝から普遍的感謝へ
○何に感謝できて何に感謝できないか
○感謝が体験処理能力を高める

○グレートビーイングという最強の味方
○自力と他力の使い分け
○運の引き寄せと成功の引き寄せ
○人の引き寄せ

Program1.メンタルの捉え方

「メンタルとは何か？」と聞かれても、実際には曖昧なイメー
ジで捉えていることが少なくない。本プログラムでは、メンタ
ルを単なる気分や心の強さとしてではなく、在り方・役目・
役割・働き・仕組みという 5 つの観点から捉え直す。メンタ
ルが人生や能力の発揮にどのように関わっているのかを理解
し、これまでのメンタルに対する見方そのものを更新していく
のが｢メンタルパフォーマンス観」。

メタメンタルを身につけるうえで、中心となる力が体験処理能
力。本プログラムでは、思考と運命の連鎖から人間の精神構
造を捉え、体験を柔軟に受け止め、価値ある経験へ変えてい
くための視点を身につける。特に、疑い視点・バランス視野・
精神視座という3つのメタ認知の力を高めることで、思い込
みや感情に振り回されにくい、しなやかな自分軸を育てていく
のが｢体験処理能力の羅針盤」。

メンタルパフォーマンスを最適化するためには、外側の行動
だけではなく、自分の内側にある意識や反応を整えていく必
要がある。本プログラムでは、思考・言葉・行動・習慣・
人格という 5つの方向から、自分自身との関係を整えていく。
それぞれを個別に変えるのではなく、内面から日常の行動ま
でをつなげながら、自分がより自分らしく機能できる状態へ
整えていくための実践体系が｢メンタル最適化メソッド」。

自分らしいメンタルが育っているかは、他人との比較ではなく、
自身がどのような力を発揮できるようになったかを認識するこ
とが大切。本プログラムでは、思考・感情・五感・習慣・
人格という5つの力に着目し、どのような能力につながるのか
を整理する。意思決定力、感情調整力、コミュニケーション力、
学習力、人生への納得感など、自分の可能性を発揮できる
状態へ育てる指針が｢ヒューマンポテンシャル」。

メタメンタルの目的は、自分で自分を本領発揮させ、その力
を人生や仕事、社会へ生かしていくことにある。本プログラ
ムでは、自分自身を一つの経営体として捉え、メタメンタル・
メタライフ・メタワーク・メタビジネス・メタストラテジーと
いう観点から、自分の人生や仕事を俯瞰する。｢どこで力を発
揮するか｣「どんな価値を届けるか｣を考え、経営経営力を高
める指針が｢自分経営の羅針盤」。

自分経営メンタル

家庭経営メンタル

事業経営メンタル

企業経営メンタル

地域経営メンタル

❶思考を整える（Mental Innovation）

❷言葉を整える（Inner Talk Meeting）

❸行動を整える（Being Quest Journey）

❺人格を整える（Great Being Contact）

❹習慣を整える（ALL Respect）
①経験のレバレッジ化
②失敗の資産化
③成長スピードの加速化
④暗黙知の形式知化

❹習慣の力（自己成長と学習効率）

①レジリエンスの向上
②感情の早期消化
③自己効力感の醸成
④客観性の獲得

❷感情の力（ストレス耐性と感情調整）

①直感の精度向上
②リスク予知能力
③バイアスの排除

❶思考の力（意思決定の質とスピード）

①高い共感力
②的確なアドバイス
③他者受容の拡大

❸五感の力（人間関係とコミュニケーション）

①意味づけの力
②今ここへの集中
③自己理解の深化

❺人格の力（人生の幸福度と納得感）

❷思考と運命の連鎖

❺メタストラテジー

❸メタワーク

❷メタライフ

❶メタメンタル

メタメンタル論
Program2.メンタルの高め方
体験処理能力の羅針盤

Program3.メンタルの整え方
メンタル最適化メソッド

Program4.メンタルの育て方
ヒューマンポテンシャル

Program5.メンタルの磨き方
自分経営の精神視座

❶メンタルの役割「体験処理能力」能力の土台となる能力
●バイアスメンタル
揺れる心／不安、恐れ、怒り……………最大の敵
●メタメンタル
柔軟な心／安心、安らぎ、ゆとり……最高の味方

身体、行動、
習慣に直結

メタ認知の三視❺メンタルの働き「能力の三層と連鎖」

Being Doing Having
現在 未来過去

入力層 中間層 出力層

（在り方） （生き方） （持ち方）

時間意識（ニューラル・ネットワーク）

自分らしいメンタル

見られている自分

ほんとうの自分

見ている自分

たくさんの自分

自分の中の3人

❷メンタルの覚醒「第三の自分」

メンタル（精神性）の自分を
見失いがち

❹メンタルの役目「三位一体」

ユーザOSソフトハードウェア
目的（使用者）ハード、ツール、アプリの管理内蔵部品・外部ツール

メンタルマインドフィジカル
肉体、行動、習慣の健康 Human.OSアップグレード

（バグの解消）
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❹メタビジネス

発達の羅針盤 改善の羅針盤 分析の羅針盤

市場

組織

利益開発 財務

事業

人材

販促商品 企業

マーケティング

マネジメント

プロモーションマーチャンダイジング ブランディング

誰に？

何を？ 誰と戦い？

どう売る？

秋夏誰が？
Company

Customer

Competition

ConflictCategory

メーカー戦略

知ってもらう

気づいてもらう

買ってもらう

買い続けてもらう

選び続けてもらう

客寄せ・受皿

営業／販売

催事

広報

広告

ショップ戦略

新規来店客

新規購入客

再来店客

固定客

スペシャル顧客

商品

新規獲得
単価向上

マッチングビジネス サービスメーカー ブランドメーカー ショップビジネス カスタマー カスタマー

戦略の羅針盤

改革者 先駆者 従属者B 拒否者

次の展開

従属者A

導入期 成熟期 衰退期

売上

時
間

谷越え

約2.5％ 約13.5％ 約34％ 約34％ 約16％

成長期

事業の羅針盤

産業の羅針盤
人生観人間観 社会観成長観 宇宙観

健康運 愛情運 仕事運 金運 幸運

天命宿命 使命寿命 運命

生理欲 安全欲 社会欲 尊厳欲 自己実現欲

理性 感性 品性 徳性知性

自分 親 時代 欠点 大自然

病気 人間問題 働く人 時間 日常

現在過去 未来能力 変化

身体 環境 批判 失敗 自由

情報 嫌な人 五感個性 先祖

人格

思考

感情

五感

習慣

五観

五運

五命

五欲

五性

観謝

運謝

命謝

欲謝

性謝

運命

意織の精神視座 感謝の精神視座
引き寄せ Great Being

次元ループ

顕在意識

内在意識

潜在意識

個人的無意識

集合的無意織

人生の羅針盤

❸メンタルの在り方「第三のメンタル」人生100年時代

第三のメンタル

第二のメンタル

第一のメンタル

自分らしいメンタル

今まで培ったメンタル

生まれ持ったメンタル

第三の運命

第二の運命

第一の運命

Meta Mental

Bias Mental

自分らしいメンタル

①疑い視点 ②バランス視野 ③精神視座

第三の自分を目醒めさせる
メンタルパフォーマンス最適化［メタメンタル］セルフマネジメントプログラム

メンタルパフォーマンス最適化／人間の能力の土台となる能力｢体験処理能力｣を高め、自分で自分を本領発揮する第三の自分を目醒めさせる

運命

人格
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感情

五感

習慣

引き寄せ

Great Being

体験処理ループ

揺れる心柔軟な心
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Human.OS

顕在意識

内在意識

潜在意識

個人的無意識

集合的無意織

Bias MentalMeta Mental
自分を最大の敵に自分を最高の味方に

❸メタ認知の三視を高める

スキルの層
目に見える「道具」

表層能力 中間層能力 深層能力
プロセスの層

能力を駆動する「OS」
在り方の層

能力の源泉となる「精神」

情報と体験の処理能力

能 

力

❶しなやかな自分軸

情報処理能力

体験処理能力


